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農業経営研究に於ける経済理論の役割

アィオク大学教授： T　ヘデイー

　研究はその性婚によって基礎研究と御軍研究

に分けるとするならば，農業経営学は応幣科学

の範疇に属するものであろう。したがって経営

学の基礎とも戦うべき理論の正しい理解と正し

い応月彗は経営学並に暗躍農業経営の発展に極め

て重要な意義を持つものである。

　アメリカに於ける初期の農業経営には経済学

漂論のようなはっきりした体系と言うものはな

く，きわめて大雑杷な概念と経験を基礎として

いた。したがってそこで取扱はれていた農業経

営はおのずから素朴であり，叉実際に対する賃

献も十分でなかった。

　最近はそれらの理論も次第に体系化されると

共にもっと経験的に深く検討し，又実際的な理

論をその中にうち樹てて行くと雷うような段階

に進んで来ている。

　農業経営学並に農業経済学の研究は次のごと

く分類することが出来ると思う。

　その第一は歴史的研究である。

　この研究は経営現象を歴史的に描写すること

であって，必ずしも経済理論を必要とするもの

でない。歴慶家が介入するは勿論，経済学者も

参加出来る性質の分野である。

　その第二は記載酌研究である。

　この研究は現実の経営察情をそのままはっき

リヂえがきだす」ことで，この分野においても

経済学の理論，あるいは厳密な経済学体系は要

請されない。しかし厳密な経済理論を縛つこと

によって現実の描写が論理的になることはたし

かである。

　その第三は一般的研究である。

　この研究の霊的は経済行動を決定するために

行うもので，いいかえると選択の分野に瀾する

研究である。ここでは経済学の理論を最：も強く

要請する。どのような種類の理論，どのよ5な

性質の理論を，課題の解明に適用しなけれぽな

らないか，を要請する。

　理論というものは事実を体系化するに役立つ

ものであり，理論のたすけを儲りることによっ

て事実を幾つかの範騨に分けることが繊来るの

である◎このような範藩分けの必要が起るのは

入問の智能には限界があるからであるQ即ち色

々な事梼が交錯した状態では問題の解明が非常

に悶難になる。そこで人間の智能でもつて処理

出来るようにそれらの事実を範疇化し，体系化

するわけである。これが理論の持っている機能

であると考へる。いいかえるならぽ理論という

ものはモデルを作り，あるいは仮設を設定する

に役立つのでと考へる。そうして理論がこのよ

うな機能を持つが故に，応用経済学たとえば農

業経営の研究と云ったようなものにいろいろな

理論を適用し，或はそれを理論的に検討するこ

とを可能ならしめるのである。

　応用科学はすべてそうであるが，その基礎に

なるのは理論で基礎理論あるいは基礎法事とい

うものが，モデルを作らしめあるいは仮説を設

定せしめるに役立つのである。それに依ではじ

めて現実の問題，実際的な問題の解明が可能と

なるのである。それ故に応用科学に於ける理論

というものは，その分野に於ける正しい像を想

製せしめるところのもので，これを基礎として

色々な現象のモデルだとか仮設を作らしめ仮設

に依って色々な現象の間の関係を明らかならし

めるのである0

　経済理論をさらに厳密に云うと，それはある

問題に騰連のある貨幣要素というものを設定す

るものである。即ち連続的な経済価値の投入に

よって：量豹な変化を予回せしあるという役割を

する。したがって理論というものは結局，特竃
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化の為の方法論とも云うべきこととなろう。

　どんな人でも科学的に行動することが出来る

し，又借学的に考へることも出来るのである

が，それは要するに論理酌であると云うのであ

って論理的に考へ論理的に行動するというこ

とが，その物享のあるいは行動の科学的とi云う

醸：情を形ち作るのである。

　　　　　　　　　　四

　蘇究の方法は決して，ある蒋定の方法に限ら

れたものではないが，しかし又その方法が違っ

ても互に関係をもつているものである。

　普通の区別にしたがえば演繹的と帰納的方法

である。演繹的方法は葬常に重要でこの方法に

従がう研究者を選ぶ場倉においては非常に慎重

を期さなければならない。すなわち，この方法

に従う研究者は創像力に富んだ人であると共

に，その他色々な適当な方法を特殊な問題に芯

罰することの出来る能力をもつものでなければ

ならない。一方帰納法の研究者を選ぶ場合には

甫者よりも学問的な活動能力がそれ程大きく要

請されないと自分は考へている。しかし実際に

非常に良く仕事をする研究者というものは，以

上に述べた肥る一つの方法に従っているのでは

なく演繹的な方法あるいは，機能的な方法の両

者を適切につかっているのである。

　経済学の理論というものは通俗的に云うと研

究を進めるときに澗出する方法論を貯へた一つ

の蔵あるいは色々な仮設の凹みたいなものと考

へて良いと思う。

　このことに関聯して私は工つの方法を例を挙

げて説明したいと思う。一つの方法は理論をな

にも携たない人が色々な研究をしょうとする場

会と他の一つの三舎は既に理論をもつている研

究者の場倉である。雷うまでもなく前者は現象

としてしか理解出来ないのに対し，後者は現象

分析に対し或る仮設を設定して研究に着手する

のである。野饗は盲目的であるのに鰐し後者は

その現象の中にどういう問題があるのか，それ

に対しどういう種類の摯実を集めねばならない

か。どのような分析方法を採用するかというこ

とを自ずから明らかにするのである。結果とし

てその両者が非常に大きな差を示すことになる

のは遜めて当然のことである。

　具体的な例を示してみるに，日本の農家を見

て来たのであるが野帰の問題としては動力源と

して午を使うか，馬を使うか，あるいはトラク

ターを使うか，あるいは入で行うか，と云った

選択の問題にぶつかることと思うのであるが，

　はじめには理論もなにも必要でない普通の農

家の場合でありますが，どちらが費罵が安くつ

くか，つまり牛の：方が良いか，トラクターの：方

が良いかと云った罪なことにこの問題がなるの

である，この様な問題に私が簡単に答えようと

するには理論もなにもいらないので，反当の費

用が牛を使った方がどれだけかかる，　トラクタ

ーを使った方がどれだけかかると云った様なこ

とをここで調べて，そして予想すれぽ良いとい

うことになる。そこで経験的な方法で研究をこ

の様な問題のたて方で進めようとすれば，その

標本の取り方は結局，牛：を使っている農家，ト

ラクターを使っている農家と云うようにランダ

ルなサンプルに従へぽ良いということになる。

　そこで次の研究作業であるが，それは結局平

均費用を算出すれば良い訳である。色々な各農

家に依っての偏蓮があるが，その偏差をうまく

処理し平均費用を出して宥けば良いと煮う様に

進んで行くのである。たとえぽ私が両方を試み

た結果，牛を使ったら反当1，800円，トラクタ

ーを使へば1，500円済んだとすると牛の方が高

いと云うことになろう。この様にすると非常に

能率的に計算がされる訳であって，これを正確

に又しっかりやれぽこれでこの研究は立派なも

のに一応はなる訳である。

　次に理論あるいはモデル，あるいは簡単な経

済学の仮設を利用しこれと同じ問題をやる別な

方法がある。郷ちそれは理論が先にあってその

理論にもとずく実験的な方法が明らかにされ，

次いで具体酌なサンプルを色々と分析し，蒲し

て自分の理論をはっきりたしかめるのである。

このように始めから実際にぶつかって，そこか

ら何か引き出すというのではなく，最初は頭の

中に理論酌に想像をし，これに依って仮設を作

り，然る後分析を進めるという方法である。従

来私の：採用している方法は実はこれなのであ

る。以上の問題を解明する為に理論の助けを借

りて今，標本を採用し分析すると規模の差異に



依ってトラクターの場合は大きくなるに従い下

ってくるし，牛の場合にはあまり下らないと結

果が畠て来る。前の方の方法をやれぽトラクタ

r一 �gへぽ安いという～つの答へしか出て来な

い，ところが理論に依ってしたがうと決てしそ

うはならず，面積が大ぎくなって来れば，トラ

クターの方を使へば費矯が安くて済むが，しか

し面積が小さい場舎には逆に牛を使った方が安

いということがはっきり出て来るのである。

　皆が私からもっと深いものを求められたかも

しれませんが，ここで出したのは極めて簡単な

例で恐縮ですが，極めて簡単なものに於ても理

論というものがどう農業経欝あるいは農業経済

学に利稽され用いることが出来るかをはっきり

説明することが出来たと思う。

　収穫燈の大小と農家の利益の大小と云ったこ

とが，だいたい同じだと云ったことを昔の農業

経済学者が云っていたが，これも既に出来上っ

ている理論即ち生産可能曲線あるいは肥料の生

産函数といった方法を用い検討すると，更に多

角的に解明される。これは農業経営学ぽかりで

なく，農業経済学のあらφる分野に云うことが

出来ることで，たとえば需要の分野に於ても色

々な変数を使って一人当りの消費蚤を求めて行

くことが出来るが，その貨幣要索の中には色々

と分析に困難なものがある。しかしそれらが，よ

りょく解明されない理由としては理論が完全無

欠の完成されたものでないことに起因する。問

題の分野も沢山ある訳でそこに行くと農業経済

学者は自分の農業経済あるいは農業経営者，何

れの場合もそうであるが特に農業経営学におけ

る理論はもっと整理且進化させて～つの分析を

通じて関聯する要素す局時にはつきりっかむ様

な研究を進めて行かなければならないと考へ

る。

（この稿は本年7月10日から8月16日に到る38

日間，北海道大学農学部農業経済学教室を会場

として開設された「日米農業経営研究所」に特

別講師として来所したアイオワ大学教授の蒋別

講演の一部である。ヘデイ教授は薪らしいアイ

デアによって生産経済学を体系化された世界的

な農業経済者の一人である。これに関する業績

は極めて多く又優秀な弟子を養成した。　この

稿はア月25日の講演の要旨を取纏めたものであ

る。（交責桃野助教授）
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論
一農業家・政治家。官吏・学生のための教科書一

　　　　　　　　　好評発売中
本署は，盤界の農業経営界に重要な地位をしめる　フリートリツヒ・エー

レボーの主著「農業経営学汎論」の全訳であり，農業経営学界に近代的発展

の転機をもたらした，エーレボーの偉大な業績こそは，正に本書によってそ

の全貌を遺憾なく見ることが出来るであろう。本書を読まずして，農業経嘗

及び農業経営学を論ずることは不可能である。

　本書は，発来学徳論文ではなく，むしろ実際家向の参考書であり，学問の

ための学問でなく，実際は農業を経営した経験の上に立つ世界酌な学問であ

り，その平易な文章と共に擬界各国で出版され，日本において，これほどま

でに，出版をまたれた農業書はない。　　　　　一公論膿漏行一
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